
確認しておき
たい食品表示
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原料原産地表⽰
 新制度・従来制度のどちらの対象︖



国内で製造された全ての
加工食品には、原料原産地
を表示します。

原料原産地表示

原料原産地表示には、

「個別の品目ごとに定められた方法」

と、新たな原料原産地表示制度による

「使用した重量の一番多い原材料に表

示する方法」があります。
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別表15の１に掲げる２２食品群及び以下の５品目は、個別に

定められた方法で、原料原産地表示を行います。

①農産物漬物（重量割合上位４位（又は３位）かつ5％以上)

②野菜冷凍食品（重量割合上位３位かつ５％以上）

③うなぎ加工品のうなぎ

④かつお削りぶしのかつおのふし

⑤おにぎりの海苔

また、「米トレーサビリティ法」及び「酒税法の果実酒等の表示基準」

に従って原産地を表示している場合は、新たな原料原産地表示制度

による表示は原則として適用されません。

個別に原料原産地規定が定められているもの ①
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１．乾燥したきのこ類、野菜、果実
２．塩蔵きのこ類
３．ゆで、又は蒸したきのこ類、野菜、

及び豆類、あん
４．異種混合したカット野菜、カット

果実、その他野菜、果実及び
きのこ類を異種混合したもの

５．緑茶、緑茶飲料
６．もち
７．いりさや落花生、いり落花生、

いり豆類及び揚げ落花生（バター
ピーナッツ）

８．黒糖及び黒糖加工品
９．こんにゃく

１０．調味した食肉
１１．ゆで、又は蒸した食肉及び

食用鳥卵

１２．表面をあぶった食肉
１３．フライ種として衣を付けた食肉
１４．合挽肉、その他異種混合した

食肉
１５．素干魚介類、塩干魚介類、煮干

魚介類及びこんぶ、干のり、焼き
のり、その他干した海藻類

１６．塩蔵魚介類及び塩蔵海藻類
１７．調味した魚介類及び海藻類
１８．こんぶ巻
１９．ゆで、又は蒸した魚介類及び

海藻類
２０．表面をあぶった魚介類
２１．フライ種として衣を付けた魚介類
２２．４又は１４に揚げるもののほか、

生鮮食品を異種混合したもの

【別表15の１に掲載されている個別の品目】
これらに該当する
食品で国産のもの
については、
単一の農畜水産物
の重量の割合が、
５０％以上の場合
「原料原産地名」の
表示が必要です。

個別に原料原産地規定が定められているもの ②
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名 称 : サンマの開き

原材料名: サンマ（国産）、食塩

名 称 ： 干しぶどう

原 材 料 名： ぶどう

原料原産地名： Ａ国、B国、その他

国産品は｢国産｣と、輸入品は「原産国名」

を原料原産地名の欄を設けて記載するか、

該当する原材料名にカッコを付けて表示

します。

【主な原材料の原産地を２つ以上記載する場合】
原材料に占める重量の割合の多いものから順に表示し
ます。

【主な原材料の原産地を３つ以上記載する場合】
原材料に占める重量の割合の多いものから順に2つ以
上表示し、その他の原産地を「その他」と記載すること
ができます。

別表15の１に掲載されている個別の品目の表示方法
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原料原産地表⽰
 新たな原料原産地制度の具体的な表⽰
⽅法とその注意

72

平成29年９月１日から、新たな原料原産地表示制度が施行
されています。

国内で作られた全ての加工食品に、一番多く

使用されている原材料*の原産地を表示する
義務があります。

*原材料に占める重量割合が上位1位のもの
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◇ 複合(中間加工)原材料の場合 ⇒製造地

「小麦粉（国内製造）」等と表示します。

※ただし、 「小麦粉（小麦（国産））」

と表示することは可能です。

◇ 生鮮食品の場合 ⇒原産地

「小麦（北海道産）」等と表示します。

原材料に占める重量割合が上位1位の原材料が..

新たな原料原産地制度による表示方法
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新たな原料原産地制度の表示例

名 称 油菓子

原材料名 蓮根（国産）､植物油脂（大豆を
含む）、澱粉､食塩 / 膨張剤

内 容 量 ○○ｇ

賞味期限 ○○○○年○月○日

保存方法 直射日光、高温多湿を避けて
保存してください。

製 造 者 ○○食品㈱
東京都○○区○○町○-○-○

名 称 菓子

原材料名 小麦粉（国内製造）､砂糖､植物油脂、
ショートニング､食塩 / 膨張剤､乳化
剤（大豆由来）

内 容 量 ○○ｇ

賞味期限 ○○○○年○月○日

保存方法 直射日光、高温多湿を避けて保存して
ください。

製 造 者 ○○食品㈱
東京都○○区○○町○-○-○

原材料に占める重量割合が上位1位の原材料が..

生鮮食品の表示例 加工食品の表示例



原料原産地欄を設けた表示例 原産地が特定できない輸入原料の表示例
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使用実績による表示例
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食品表示基準で「加工食品」に分類されている食品でも、
一般的に「生鮮食品に近い食品」であると認識されている
など、 製造地表示がなじまない食品があります。

このため、消費者へ適切な情報提供を行う観点から、取扱
いが事例として整理されています。

注意する食材
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